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医療・福祉・食品・健康 

疲労骨折予防を目的とした食品の開発 

研究 

概要 

予測不可能である疲労骨折は、ホモシステインやペントシジンを低減させる食品の長期服用

により、リスクを低減することができる。 

 

 

食環境科学部 食環境科学科 

太田 昌子 准教授 Masako Oota 

研究キーワード：疲労骨折 骨質 ホモシステイン ペントシジン 

URL： http://researchmap.jp/g0000209071 
 

研究シーズの内容 

厳密な体重管理を行っている女性アスリートは、健康障害の三主徴（無月経、疲労骨折、low 

energy availability）を起こしやすい（Sports Med. Bulletin 27:4, 1992）。特に、長距離陸上選手にお

いて疲労骨折が多数報告されている一方で、精度の高い疲労骨折の予測・予防法は確立されてい

ない。疲労骨折とは「一回の外力では骨折しない程度の力学的負荷が正常な骨の同一部位に繰り

返し加わることによって、骨組織に破綻をきたすもの」とされており、選手生命にも関わるリスクの高い

障害である。しかし、現在最も普及しかつ汎用されている予測方法は二重X線吸収法（Dual-energy 

X-ray Absorptiometry：DXA）による骨密度測定であるが、DXA では皮質骨と海綿骨の区別が出来

ず、あくまでも DXA による骨密度測定値は参考程度に終わっている。 

一方で、骨強度は骨密度が 7 割と骨質 3 割で決定されると推測されている。本研究では骨質に

注目し、女子長距離陸上選手を対象に、疲労骨折のリスク評価法の確立や、疲労骨折が起こらな

いようにする一次予防の検討を行っている。すなわち、骨質マーカーと言われるホモシステインやペ

ントシジンが生体内で低減できる食品や栄養素を特定できれば、「疲労骨折を防ぐ食品素材の開

発」に進展できる。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

骨質マーカー（ペントシジン、ホモシステイン）を指標とした調査 

 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

疲労骨折のバイオマーカー（特願 2014-2489） 
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医療・福祉・食品・健康 

市場環境変化に対応した地域食品製造業の戦略 

研究 

概要 
経済のグローバル化と落花生加工業の経営戦略 

 

 

 

食環境科学部 食環境科学科 

野島 直人 教授 Naoto Nojima 

研究キーワード：食品製造業 地域食品産業 食料システムの経済 フードシステム 

URL： http://researchmap.jp/g0000210064/ 
 

研究シーズの内容 

本研究室では、地域特産品として産業集積が認められる一方、経済のグローバル化の進展等の環境変化

の影響を受けてきた食品加工業を取り上げ、その商品特性を活かした多様で活力ある地域食品産業の発展

について考察しています。その一つである落花生加工業は内外環境の変化によって、消費地の加工業、産地

の加工業とも減少し少数の大企業と多数の中小企業が併存する産業構造が変化しています。大手メーカー

は、生産の海外分業または海外原料を輸入し国内加工する体制を構築し、主要な大手小売業とのサプライ

チェーンを充実させ国内市場シェアを高めています。中小メーカーでは、小規模経営層を中心に減少する中

で、中核的な中小企業に経営・技術面で活力ある事例がみられています。他方、産地の加工業（主産地千

葉のほか茨城の筑波等、神奈川秦野・二宮の加工小売業）は、産地品種を限定し素材に近い煎落花生製

品による高製品価格によって差別化しています。この産地加工小売業では、地域ブランド化することでニッチ

市場を守備する生き残り戦略が見られますが、市場を持続させるためには、地域内の原料生産の持続、高品

質化を目指し生産者との連携強化が必要と考えられます。 

活用例・産業界へのアピールポイント 
食品産業における市場環境分析および市場変化への対応 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
「成熟市場における地域食品産業の企業戦略」現代社会研究 2012 年など 
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資料：全国落花生協会「平成24年落花生資料」
価格は農林水産省「農業物価指数」から2000年基準で換算
生産量は農林水産省統計情報部資料

2010

0.6 

68.1 

25.7 

4.5 

26.8 

13.0 

0.4 

6.5 

5.6 

3.0 

14.1 

4.3 

26.8 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

他の消費地加工業41社

国内産地加工業30社

落花生加工業の製品別仕入比率
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輸入ピーナツバターほか

資料：（財）全国落花生協会「平成19年特定農作物産地構造推進委託事業－
輸入落花生による影響分析調査報告書－」
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構成比％

落花生加工業の産地・消費地別の業種 落花生製造小売（卸売含む）

豆菓子製造小売（卸売含む）

菓子製造業

煎豆製造小売（卸売含む）

他の業態

他の業態：食品製造業、落花生一次加工等
資料：（財）全国落花生協会「平成19年特定農作物産地構造推進委託事業－

輸入落花生による影響分析調査報告書－」


